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前と午後に各 20寺 FB5、 開講 しています。

これまでに実施 した講座には、自炊するための調理実習、

栄養や健康に関する講習、家計簿のつけ方や就職活動講座の

ほか、笑いヨガ講座、ご近所付き含い術講座、救急救命講習、

自翁で出来る指圧のつぼ講座、人権学習などで、今後はパソ

コン講座や生活保護についての基礎講座なども取り入れる

予定です。第 3期 (来年 1月～ 3月 )までの講座を通 じ、受

講する人たちが生きがいやチャレンジ精神を取り戻 し、自立
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生活困窮者の自立カア ップのための

生活困窮者自立支援法の施行に伴い、大津夜まわりの会は大津市から受託した一時生活支援 (緊急
一時宿泊所=シ 土ルター)事業と自立相談支援 (総合相談)事業の運営・推進に全力で取り組んでい

ます。8月末までの4ヵ 月間にシェルター入居者は 12人を数えたほか、生活相談や就業、健康、家

族問題などの深亥」で複雑な相談も相次いでおり、これらの支援が利用者の方展の再出発、自立につな

がるよう、大津市、大津市社協をはじめ関係機関、関1系者との連携を深めています。

こうした取り組みとあわせ、本年度からの新事業として「社会生活基盤づ<り講座」を始めました。

これは、シェルターや「ひまわリサロン」を利用する人らに、健康管理や金銭管理能力、他者とのコ

ミュニケーション能力をはじめ、社会生活を営むうえで欠かせないさまざまな自立力を養成する狙い

です。すでに第 1期 (5月～ 7月 )を終え、9月からは第 2期
(11月末まで)がスター ト。おおむね月、水、金3麗日の午
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のみならずより充実 した人生へ前向きな気持ちになつていただ<きっかけに、と願つています。

なお、この事業は滋賀県社会福祉協議会が所管

する「平成27年度民間福祉団体が行なう地上或福

祉活動振興基金 (内藤基金)」 の助成を受けること

が出来ました。ありがとうございました。

就活入門講座

メタボ・ロコモ防止運動教室
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大津夜まわりの会は、今夏も夏休みの子どもたち

に学習機会や居場所、反だちや思い出をプレゼント

する「夏休みこどもひまわりの家」を開設しました。

ことしは 7月 31日をスタートに、8月 4、 7、

11、 18、 21、 25、 28日の計 8日間実施。参力8

児童は小学2年-6年の男女延べ 155人 (1日当

たり 19。3人)にのぼりました。また、ボランテイ

アとして協力して<れた高校生や大学生らは延べ

1人 (同 7.6
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造形あモび、本工、よじ笛作‖、社会見学、調理実習・・・

午前中は学習、楽しい昼食をはさんで午後

のお楽 しみは外部の講師らによる特別活

動。造形あそびや戦後70年にちなんだ平

和学習、本工細工やよし笛作りなど、大津

市内で活躍されている専門家やボランティ

ア集国の皆さんに教えていただいたほか、

社会見学やプラネタリウム鑑賞、ゲーム大

会なども織り交ぜました。子どもたちはど

の活動にも目―を輝かせ、熱lいに取り組んで

いました。ご協力いただいた皆さまには心

からお礼を申し上げます。

また、この事業は滋賀県「子ども未来基金」

の助成と、大津市、大津市教委t大津市社

会福祉協議会の後援をいただきました。|
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中古パVコン
第 27回 NHK厚生文化事業団地域福祉を支

援する「わかば基金」より、中古のノートパソ

コン3台をいただ<ことが決まりました。近<
配備できる予定で「社会基盤づ<り講座」をは

じめ、幅広く活用していきます。

福祉巡回軍
一般社団法人生命保険協会滋賀県協会の

本年度「福祉巡回車」助成事業に当会が選ば

れました。軽ワゴン車 1台をいただ<ことに

なりました。シェルター巡回や利用者宅訪Fo3

等にフル活用します。贈呈式は 10月 19日 .
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